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四 気 折 々 
川越町立川越中学校 
「 学校だより 」  第 ３９号  
令和６年１２月１７日(火) 
全国駅伝大会で飛躍した川中生！ 

第３２回 『 全国中学校駅伝大会 』感動と元気をもらいました！ 
みなさんの応援を心に受け止め、チームみんなで全力で粘り強く最後まで
タスキをつないだ結果が「堂々の３１位！」だと思います。 

三重県代表として、川越中学校の代表として本当に頑張ってくれました。 
順位を見ると目標に近づくことはできませんでしたが、川越中学校「男子駅伝チーム」
みんなの一生懸命が「３１位」という素晴らしい結果につながったと思います。良か
った面は継続し、悔しさが残る思いは、２年生と１年生で来年度に向けてしっかりつ
なげてほしいと思います！ 

                



 



 
【 全国駅伝大会１区から６区までの区間を全力で走り切った選手の感想から 】 

１区 ３年 星野 駿人 さん 
 自分としては１区でスタートから最初のスタートはよい位置にいてよいポジションをとろうとしたけど、外側か

ら抜かされてペースが急にあがってしまって、１区のみんなのペースに乱されてしまった。 

 いつもよりは気持ちが落ち着いていなかった。焦りが出てしまい、下りで勢いがつきすぎて転倒しかけたがすぐ

に立て直すことができた。その後は粘り強く走り切ることに切り替えて頑張ることができた。 

 次の目標は１月の都道府県対抗駅伝（全国駅伝大会）に中学校区間で走ることを目標に頑張りたい。 

高校では全国高校駅伝大会において、花の１区で区間賞が取ることを目標にしたい。今のチカラでは、 

まだまだなので、１回１回の練習に努力する大切さを忘れないで頑張っていきたい。 
 

２区 ３年 服部 凉大 さん 
 レベルの高い中でも、もっとやれたかなあという悔しさが残っている。個人としては２区で区間賞を狙っていた

が全国で５位だったことも悔しい。そんなレースの中でも最後まで粘り切れたのはよかった。全体的に後半が芝生

に脚を取られてしまった。全国のコースはほとんどが芝生で走りにくかった。これからの目標は都道府県大会の全

国駅伝大会で、中学生区間の２つの枠に入ること。高校に進学してからは、都大路を走って区間賞を目指していきた

い。全国大会での悔しさを活かして全国大会出場を目指したい。 

 
３区 １年 川村 優月 さん 
 他の県の選手の雰囲気にはじめからのまれてしまって、すごく緊張をした。自分の中では頑張ったが、抜かれて

いってもついていったけど、後半は疲れてしまったことと、アップダウンが多くて、このようなコースは初めてなの

でかなりしんどかった。自分なりには最後まで粘り強く走り切ることができた。来年も再来年も全国大会に出場を

して入賞を目指したい。 

 
４区 ２年 早川 大凱 さん 
 はじめはきつかったけど、最後まであきらめずにタスキを渡すことができたことはよかった。アップダウンのコ

ースがかなりしんどかった。これからは、新たにキャプテンとして気持ちを強くして、根性を出して頑張りたい。 

 
５区 ２年 幸田 恵輔 さん 
 自分的には入賞できなかった悔しさはあるけど、初めての全国の舞台で、タスキをつなげたことがよかった。負

けている立場ではあったけど、慌てないで前へ前へという気持ちでついていった。 

 
 ６区 １年 福田 誉 さん 
 今までの大会の中でも一番緊張をした。緊張していて、タスキをもらった後でも思うよう走り切れなかった。走

り始めたら緊張もほぐれて、２０位以内に入れることを目指して走った。まわりを見ても速い人ばかりだから、抜か

れる中で粘ろうとしたけどついていけなかった。全国の実力が本当によくわかった。アップダウンのコースの対応

がなかなかできなかった。来年は今の３年生の想いもしっかりと受け、全国大会に出場をして必ず入賞ができるよ

うに頑張りたい。再来年は、入賞よりさらに上を目指したいです。 


